
カシミール3Dの機能紹介
Introduction of CASHMIR 3D

竹下和希

田代博先生のtwitterより引用



カシミール３Ｄとは・・・無料ソフト

杉本氏が作成した、多機能地図ソフト

地図ブラウザ機能を基本に, 風景CG作成機能, 
GPSデータビューワ・編集機能, ムービー作成機能, 
山岳展望機能などがある

国土地理院の数値地図をはじめ, スイス地理局の数値地図, 
米USGSの地図, ランドサット衛星画像, 火星など世界中の地図
地形データ、衛星・航空写真を使用できる

主に地形描画において優れた機能を持つソフトウェアである



ダウンロード

KASHMIR 3D公式サイトよりアクセス
（http://www.kashmir3d.com/）

http://www.kashmir3d.com/


有料版もありますが、今回は
無料版をダウンロードします

有料版・・・
標高データをオンラインで
取得でき、DEMデータの準備
が不要

性別、年齢などの簡単なアンケートに
答えることでダウンロードが可能です



KASHMIR 3D English Version
(http://www.kashmir3d.com/index-e.html)



起動！！
ツールバー・・・よく使う機能

ダイアログバー
・・・何の地図を表示させるか



地図の表示

３Ｄ表示する上で必要な２つの情報

・地図データ

いわゆる平面の「地図」に相当するもの

・標高データ

３次元の地形情報を持ったデータ

→この２つを組み合わせると、より多彩な表現が可能になる



地図情報について

・地理院地図(空中写真含む)

・USGS DRG(アメリカの地形図) 

・ランドサット衛星画像

・火星の衛星写真画像

・電子国土.NEXT 

・東京図測量原図(古地図)

・関東迅速測図(古地図)

・シームレス地質図

・OpenStreetMap)

無料 有料

・カシミール３Ｄ 販売地図
地形図と同等
有料登録が必要

・山旅倶楽部地図(登山用)

・数値地図



標高データについて

無料 有料

・基盤地図情報

・ALOS全世界標高データ

（30m版）

・スペースシャトル地形データ
(SRTM) 

・SRTM30 

・USGS 1-degree DEM 

・火星地形データ

・金星地形データ

・地理院タイル10m標高

・カシミール３Ｄ

販売標高データ

・山旅倶楽部地図(登山用)

・数値地図

・スーパー地形セット

・スイス連邦地理局 DHM25 

・スイス連邦地理局 RIMINI 

・日本高密メッシュ標高セット

・GISMAP Terrain 



基盤地図情報(標高データ)を利用した地形表現

• 基盤地図情報は、国土地理院が提供するサービスで、無
料で標高メッシュデータを得ることができる。

• 基盤地図情報サイト（http://www.gsi.go.jp/kiban/）から、標
高データをダウンロード

http://www.gsi.go.jp/kiban/


基盤地図情報サイトにログイン

範囲を指定してダウンロード



距離の測定
・・・距離、面積、高低差、体積など

断面図を見る
・・・高低差の表示が可能



可視マップの作成

どの範囲で見ることができるか？



例、筑波山(女体山頂)はどこから見えるか？



展望図の作成
・・・カシバードの機能を利用



例、北アルプスの景観



ランドサット画像の表示

GLCF(ESDI) (メリーランド大学)

（http://glcfapp.glcf.umd.edu:8080/esdi/index.js）

よりデータを取得

ＥＴＭ+またはＴＭのみ使用可能

ファイルをダウンロードし、METファイルと各バンドの
TIFFファイルからXEMファイルを作成する

ダウンロード

http://glcfapp.glcf.umd.edu:8080/esdi/index.js


ナチュラルカラー

トゥルーカラー

フォールスカラー

バンドの配色も
自由に行える



標高データ（10mDEM）と
ランドサット画像を重ね合わせる

地図データ

標高データ


